
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】従来にない斬新な構造の木造建物用壁構成材を

提供する。

【解決手段】土台３と横架材４間に介在させて該土台３

と横架材４に上下の両端部を接続する左右一対の柱材５

，５´の上下両側にそれぞれ横材６，６´を架設して構

成した主体枠１と、前記左側柱材５方向に傾斜上りにし

た複数本の傾斜材９，９´と前記右側柱材方向５に傾斜

上りにした複数本の、他の傾斜材９，９´を互いに見込

み方向に重なり合う中央部と両端部を互いに係合させて

組付けて成る格子枠２とで構成する。そして、格子枠２

の、傾斜材の端部を係合して構成した各出隅部１８を、

主体枠の前記柱材と横材の内面に形成した受入穴１９に

嵌着する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
土 台 と 横 架 材 間 又 は 一 対 の 横 架 材 間 に 介 在 さ せ て 該 土 台 又 は 横 架 材 に 上 下 の 両 端 部 を 接 続
す る 左 右 一 対 の 柱 材 の 上 下 両 側 に そ れ ぞ れ 横 材 を 架 設 し て 構 成 し た 主 体 枠 と 、 前 記 左 側 柱
材 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 複 数 本 の 傾 斜 材 と 前 記 右 側 柱 材 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 複 数 本 の 、
他 の 傾 斜 材 を 互 い に 見 込 み 方 向 に 重 な り 合 う 中 央 部 と 両 端 部 を 互 い に 係 合 さ せ て 組 付 け て
構 成 し た 格 子 枠 と で 成 り 、 該 格 子 枠 の 、 前 記 傾 斜 材 の 端 部 を 係 合 し て 構 成 し た 各 出 隅 部 を
、 主 体 枠 の 前 記 柱 材 と 横 材 の 内 面 に 形 成 し た 受 入 穴 に 嵌 着 し た 、 木 造 建 物 用 壁 構 成 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 木 造 建 物 の 横 架 材 （ 梁 や 桁 ） と 土 台 と の 間 或 い は 横 架 材 間 に 設 け ら れ る 所 謂 壁
の 構 成 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
合 板 の 周 端 の 釘 し ろ 部 分 を 横 架 材 や 柱 で 成 る 軸 組 （ 材 ） に 見 込 み 方 向 に 重 ね 合 わ せ て 釘 着
す る よ う に し た 構 造 の も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） や 枠 体 の 片 面 に 断 熱 シ ー ト を 重 合 し た
平 板 を 止 着 し て 前 記 軸 組 部 に 嵌 合 す る よ う に し た 構 造 の も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） が あ
る 。 因 み に 、 土 台 と 横 架 材 間 又 は 一 対 の 横 架 材 間 に 斜 材 を 接 合 具 と 介 し て 取 付 け る よ う に
し た も の も あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － １ ５ ８ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ２ ３ ５ ７ ９ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 従 来 例 は 、 軸 組 で 構 成 す る 開 口 部 を 平 板 体 で 閉 塞 す る 構 造 の た め 、 開 口 部 を 閉 塞 す る
構 造 以 外 の 壁 面 構 造 の 要 求 に 対 応 で き な く な っ て お り 、 し か も 、 耐 力 材 と し て の 軸 組 を 構
成 す る 柱 間 に 係 合 し て 用 い な け れ ば な ら な い と い う 適 用 上 の 制 約 も あ る 。 ま た 、 前 記 斜 材
は 接 合 具 を 介 し て 取 付 け な け れ ば な ら な い た め 、 完 成 時 に 接 合 具 が 露 出 し て し ま い 、 美 観
を 損 ね る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 開 口 部 を 閉 塞 す る 構 造 以 外 の 壁 面 構 造 （ 木 造 建 物 の ） の 要 求 に 応 じ る こ と
の で き る 壁 構 成 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て 創 案 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
土 台 と 横 架 材 間 又 は 一 対 の 横 架 材 間 に 介 在 さ せ て 該 土 台 又 は 横 架 材 に 上 下 の 両 端 部 を 接 続
す る 左 右 一 対 の 柱 材 の 上 下 両 側 に そ れ ぞ れ 横 材 を 架 設 し て 構 成 し た 主 体 枠 と 、 前 記 左 側 柱
材 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 複 数 本 の 傾 斜 材 と 前 記 右 側 柱 材 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 複 数 本 の 、
他 の 傾 斜 材 を 互 い に 見 込 み 方 向 に 重 な り 合 う 中 央 部 と 両 端 部 を 互 い に 係 合 さ せ て 組 付 け て
構 成 し た 格 子 枠 と で 成 り 、 該 格 子 枠 の 、 前 記 傾 斜 材 の 端 部 を 係 合 し て 構 成 し た 各 出 隅 部 を
、 主 体 枠 の 前 記 柱 材 と 横 材 の 内 面 に 形 成 し た 受 入 穴 に 嵌 着 し た 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 は 本 発 明 に 係 る 木 造 建 物 用 壁 構 成 材 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は 使 用 状 態 を 示 す 正 面
図 、 図 ２ は 格 子 枠 を 構 成 す る 傾 斜 材 の 正 面 図 、 図 ３ は 格 子 枠 を 構 成 す る 傾 斜 材 の 側 面 図 、
図 ４ は 格 子 枠 を 構 成 す る 短 い 傾 斜 材 の 正 面 図 、 図 ５ は 格 子 枠 と 主 体 枠 の 関 係 を 示 す 一 部 の
分 解 正 面 図 、 図 ６ は 傾 斜 材 端 部 の 係 合 関 係 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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本 発 明 に 係 る 壁 構 成 材 Ａ は 、 互 い に 組 付 け た 主 体 枠 １ と 格 子 枠 ２ と で 構 成 し 、 土 台 ３ と 横
架 材 （ 梁 や 桁 ） ４ と の 間 （ 横 架 材 間 で も 良 い こ と は 勿 論 ） に 介 在 さ せ て 適 用 し 、 土 台 ３ や
横 架 材 ４ と 共 に 所 謂 軸 組 （ 装 置 ） を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
主 体 枠 １ は 、 左 右 一 対 の 柱 材 （ 柱 ） ５ ， ５ ´ の 上 下 両 側 に 補 強 材 を 兼 ね る 横 材 ６ ， ６ ´ を
架 設 し た 方 形 枠 体 で 構 成 し 、 柱 材 ５ ， ５ ´ の 上 下 両 端 に は 前 記 土 台 ３ や 横 架 材 ４ に 設 け た
ほ ぞ 穴 ７ に 嵌 着 す る ほ ぞ ８ を 突 設 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 実 施 形 態 の 壁 構 成 材 Ａ は 、 柱 材 ５ ， ５ ´ を 管 柱 と し て 用 い る よ う に し て あ る が 、 通
し 柱 と し て 適 用 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 は 、 図 示 の も の よ り 柱 材 が 長 く な り 、 該
柱 材 の 上 側 と 下 側 の 一 方 又 は 双 方 に 格 子 枠 ２ を 組 付 け た 構 成 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
格 子 枠 ２ は 、 前 記 右 側 柱 材 ５ ´ か ら 左 側 柱 材 ５ 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 複 数 本 の 、 長 短 の 傾
斜 材 ９ ， ９ ´ と 、 左 側 柱 材 ５ か ら 右 側 柱 材 ５ ´ 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 他 の 複 数 本 の 、 長 短
の 傾 斜 材 ９ ， ９ ´ を 、 互 い に 見 込 み 方 向 （ 前 後 方 向 ） に 重 な り 合 う 中 央 部 と 両 端 部 を 互 い
に 係 合 さ せ て 組 付 け て 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 形 態 の 格 子 枠 ２ は 、 該 格 子 枠 ２ を 構 成 す る 左 側 柱 材 方 向 に 傾 斜 上 り の 傾 斜 材 ９ ， ９ ´
と 右 側 柱 材 方 向 に 傾 斜 上 り の 傾 斜 材 ９ ， ９ ´ を 、 同 じ 長 短 の 傾 斜 材 ９ ， ９ ´ を 用 い 、 該 傾
斜 材 ９ ， ９ ´ を 裏 表 方 向 に 向 き を 変 え て 、 そ の 一 方 側 を 左 側 柱 材 方 向 の 傾 斜 上 り の 傾 斜 材
９ ， ９ ´ 、 他 方 側 を 右 側 柱 材 方 向 に 傾 斜 上 り の 傾 斜 材 ９ ， ９ ´ と し て 製 造 コ ス ト の 低 減 や
在 庫 管 理 の 至 便 性 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
長 い 傾 斜 材 ９ は 、 長 方 形 断 面 を 備 え た 角 柱 状 主 体 １ ０ の 長 手 方 向 の 中 央 に 該 角 柱 状 主 体 １
０ の 板 厚 の 半 分 の 深 さ で 、 溝 幅 が 主 体 １ ０ と 同 幅 の 係 合 溝 １ １ を 備 え 、 長 手 方 向 の 両 端 に
そ れ ぞ れ 部 片 １ ２ ， １ ２ ´ を 連 設 し 、 部 片 １ ２ ， １ ２ ´ を 正 方 形 状 の 薄 肉 部 １ ２ ａ ， １ ２
´ ａ と 該 薄 肉 部 １ ２ ａ ， １ ２ ´ ａ に 斜 辺 部 を 接 続 し た 直 角 台 形 状 の 厚 肉 部 １ ２ ｂ ， １ ２ ´
ｂ と で 成 し 、 厚 肉 部 １ ２ ｂ ， １ ２ ´ ｂ と 前 記 主 体 １ ０ の 端 部 と の 間 に 薄 肉 部 １ ２ ａ ， １ ２
´ ａ が 存 し 、 か つ 、 部 片 １ ２ ， １ ２ ´ と 主 体 １ ０ 端 部 と が 端 部 側 係 合 溝 １ ３ ， １ ３ ´ を 成
し 、 該 係 合 溝 １ ３ ， １ ３ ´ を 主 体 １ ０ 中 央 の 係 合 溝 １ １ と 同 一 面 側 を 開 口 し 、 同 じ 深 さ と
成 し 、 厚 肉 部 １ ２ ｂ ， １ ２ ´ ｂ 同 士 は 互 い に 向 き を 変 え て 薄 肉 部 １ ２ ａ ， １ ２ ´ ａ に 連 続
さ せ 、 ま た 、 主 体 １ ０ の 端 部 の 面 取 り 縁 １ ０ ａ を 部 片 ９ ， ９ ´ の 厚 肉 部 ９ ｂ ， ９ ｂ の 台 形
状 の 上 辺 部 と 同 長 に し 、 面 取 り 縁 １ ０ ａ と 上 辺 部 を 薄 肉 部 １ ２ ａ ， １ ２ ´ ａ の 正 方 形 の 対
角 線 の 延 長 上 に 位 置 す る よ う に 配 し て 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
短 い 傾 斜 材 ９ ´ は 角 柱 状 主 体 １ ０ を 長 い 傾 斜 材 ９ の 角 柱 状 主 体 １ ０ の 長 さ よ り 短 く （ ほ ぼ
半 分 ） 、 か つ 、 係 合 溝 １ １ を 省 略 し て あ る 点 が 相 違 す る だ け で 、 残 余 の 点 は 長 い 傾 斜 材 ９
の 部 分 と 同 一 符 号 で 示 す 通 り 、 同 形 と し て 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 一 対 の 短 い 傾 斜 材 ９ ´ ， ９ ´ （ 図 １ で は ９ ´ Ａ ， ９ ´ Ａ と し て 示 す ） 同 士 を 係 合
溝 １ ３ ´ ， １ ３ ´ に お い て 互 い に 係 合 し て 接 合 し 、 自 由 端 の 係 合 溝 １ ３ に 長 い 傾 斜 材 ９ （
図 １ で は ９ Ａ と し て 示 す ） の 係 合 溝 １ ３ ´ を 係 合 し て 短 い 傾 斜 材 ９ ´ （ ９ ´ Ａ ） に 長 い 傾
斜 材 ９ （ ９ Ａ ） を 接 合 し 、 か つ 同 時 に 長 い 傾 斜 材 ９ ， ９ （ ９ Ａ ， ９ Ａ ） の 中 央 の 係 合 溝 １
１ ， １ １ 同 士 を 互 い に 係 合 し 、 互 い に 接 合 し た 該 一 対 の 長 い 傾 斜 材 ９ ， ９ （ ９ Ａ ， ９ Ａ ）
の 自 由 端 の 係 合 溝 １ ３ に 他 の 長 い 傾 斜 材 ９ （ 図 １ で は ９ Ｂ と し て 示 す ） の 係 合 溝 １ ３ ´ を
同 様 に 係 合 し て 該 長 い 傾 斜 材 ９ ， ９ （ ９ Ｂ ， ９ Ｂ ） の 中 央 の 係 合 溝 １ １ ， １ １ 同 士 を 同 様
に 係 合 し 、 こ の 長 い 傾 斜 材 ９ （ ９ Ｂ ） の 自 由 端 側 の 係 合 溝 １ ３ に 、 短 い 傾 斜 材 ９ ´ ， ９ ´
（ 図 １ で は ９ ´ Ｂ ， ９ ´ Ｂ と し て 示 す ） の 一 端 側 の 係 合 溝 １ ３ を 係 合 さ せ 、 他 の 一 端 側 の
係 合 溝 １ ３ ´ ， １ ３ ´ を 互 い に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 右 側 柱 材 ５ ´ か ら 左 側 柱 材 ５ 方 向
に 傾 斜 上 り に し た 各 一 対 の 、 長 短 の 傾 斜 材 ９ ， ９ 、 ９ ´ ， ９ ´ と 左 側 柱 材 ５ か ら 右 側 柱 材
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５ ´ 方 向 に 傾 斜 上 り に し た 他 の 各 一 対 の 、 長 短 の 傾 斜 材 ９ ， ９ 、 ９ ´ ， ９ ´ を 互 い に 見 込
み 方 向 に 重 な り 合 う 中 央 部 と 両 端 部 を 互 い に 係 合 さ せ て 組 付 け て 構 成 し 、 端 部 の 係 合 部 が
方 形 状 の 出 隅 部 １ ８ ， … と な っ て 突 出 す る 格 子 枠 ２ を 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 実 施 形 態 は 、 こ の 格 子 枠 ２ の 出 隅 部 １ ８ ， … を 、 前 記 左 右 の 柱 材 ５ ， ５ ´ の 相 対
す る 内 面 の 適 所 お よ び 上 下 の 横 材 ６ ， ６ ´ の 相 対 す る 内 面 中 央 に そ れ ぞ れ 形 成 し た ほ ぞ 穴
１ ９ に 嵌 着 し た 態 様 に し て 壁 構 成 材 Ａ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
因 み に 、 実 施 形 態 は 、 長 い 傾 斜 材 ６ と 短 い 傾 斜 材 ６ ´ を 係 合 溝 １ １ と 係 合 溝 １ ３ ， １ ３ ´
の 一 方 又 は 双 方 を 用 い て 適 宜 の 順 序 で 組 合 わ せ て 格 子 枠 ２ を 得 た 後 、 該 格 子 枠 ２ に 上 下 の
横 材 ６ ， ６ ´ を そ れ ぞ れ 組 付 け 、 該 組 付 け た 構 成 体 に 柱 材 ５ ， ５ ´ を 出 隅 部 １ ８ と ほ ぞ 穴
１ ９ と の 係 合 に よ っ て 組 付 け る こ と に よ っ て 製 品 Ａ を 得 た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 柱 材 ５ ， ５ ´ と 横 材 ６ ， ６ ´ は 所 謂 ほ ぞ 接 合 に よ っ て 互 い に 接 合 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し て 、 工 場 で 量 産 し た 、 こ の 壁 構 成 材 Ａ を 現 場 に お い て 土 台 や 横 架 材 と 組 付 け て 軸 組
と し て 用 い る ら れ る 一 方 、 隙 間 （ 格 子 枠 な ど で 構 成 す る ） ２ ０ ， … の 有 る 壁 材 と し て 適 用
さ れ 、 格 子 枠 部 は 物 掛 け 用 と し て 等 の 種 々 の 用 途 に 用 い ら れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 前 記 の 通 り の 構 成 で あ る か ら 、 開 口 部 を 閉 塞 す る 構 造 以 外 の 壁 面 構 造 の 要 求 に 応
じ る こ と が で き 、 該 壁 構 造 は 傾 斜 材 が 筋 交 い の 機 能 を な す こ と に よ っ て 耐 久 的 で 、 し か も
、 梁 等 の 横 架 材 に 組 付 け る 軸 組 作 業 と 同 時 に 得 ら れ る か ら 工 期 の 短 縮 を 図 れ 、 従 来 に な い
斬 新 な 構 造 の 、 木 造 建 物 の 壁 面 を 簡 単 に 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 格 子 枠 を 構 成 す る 傾 斜 材 の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 格 子 枠 を 構 成 す る 傾 斜 材 の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 格 子 枠 を 構 成 す る 短 い 傾 斜 材 の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 格 子 枠 と 主 体 枠 の 関 係 を 示 す 一 部 の 分 解 正 面 図 。
【 図 ６ 】 傾 斜 材 端 部 の 係 合 関 係 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 主 体 枠
２ 　 　 　 　 格 子 枠
３ 　 　 　 　 土 台
４ 　 　 　 　 横 架 材
５ ， ５ ´ 　 柱 材
６ ， ６ ´ 　 横 材
９ ， ９ ´ 　 傾 斜 材
１ ８ 　 　 　 出 隅 部
１ ９ 　 　 　 受 入 穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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